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RANDOMIZED CONTROLLED TRIAL COMPARING REMIMAZOLAM WITH PLACEBO IN 
JAPANESE PATIENTS UNDERGOING COLONOSCOPY.  Digestive Disease Week 2024, 2024, 5, 
18-21.  GIE Volume 99, Issue 6, Supplement AB523-AB524 June 2024.

５ 	 Yamaguchi D, Tominaga N, Mori G, Yasuda T, Yukimoto T, Minoda Y, Miyahara K, Ohtsu K, Ito 
Y, Yamanouchi K, Gondo K, Nomura T, Tanaka Y, Tomonaga M, Esaki M, Shimamura T, Takeu-
chi Y, Esaki M: Efficacy and safety of endoscopic hemostasis with a self-assembling peptide solu-
tion in patients with colonic diverticular bleeding: A multicenter pilot study.  ENDO2024, 2024, 7, 
4-6.

６ 	 N. Tsuruoka, H. Takedomi, Y. Sakata, S. Fujioka, R. Sakemi, S. Ashizuka, N. Nishimata, T. Kinjyo, 
Y. Furuta, S. Yoshioka, A. Takamori, M. Esaki: CURRENT STATUS OF LATENT TUBERCU-
LOSIS INFECTION IN PATIENTS WITH INFLAMMATORY BOWEL DISEASE IN JAPAN.  
United European Gastroenterology week Vienna 2024, 2024, 10, 12-15.  Gastroenterology ueg jour-
nal, volume12(Issue S8) p894: ISSN2050-6414.

７ 	 Shimoda R, Yamaguchi D, *Masashi Fujii et al: Evaluation of improvement of colonoscopy inser-
tion technique in trainee using the mikoto colonoscopy model: An international multicenter study 
protocol.  Asian Pacific Digestive Week APDW 2024, 2024, 11, 21-24.  J Gastroenterol Hepatol 39; 
Issue52, 182-487.

８ 	 Yamaguchi D, Ichijima R, Ikehara H, Minoda Y, Esaki M, Takamori A, Fujimura Y, Shimoda R, 
Esaki M: Comparative study protocol on the efficacy of remimazolam and midazolam in endoscop-
ic sedation in Japan.  Asian Pacific Digestive Week APDW 2024, 2024, 11, 21-24.

９ 	 Yamaguchi D, Gondo K, Saito N, Takeuchi M, Daian M, Soda H, Furukawa F, Tonai M, Takamori 
I, Nomura T, Fukami S, Kimura S, Tanaka Y, Hino N, Ario K, Tsunada S, Shimoda R, Esaki M: 
Comparison of in-hospital and home-administration of bowel preparation agent before outpatient 
colonoscopy in elderly patients.  Asian Pacific Digestive Week 2024 APDW, 2024, 11, 21-24.

国内全国規模の学会
１ 	 下田　良：大腸内視鏡スクリーニングとサーベイランスを踏まえた大腸前処置法．第20回日本消化

管学会総会学術集会ランチョンセミナー．2024，2，9-11（会場開催＋オンライン開催）2024，2，
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15-3，13（オンデマンド配信）．
２ ＊島田不律，山内康平，中村昌太郎：リンパ節転移を認めた石灰化を伴う直腸神経内分泌腫瘍の １例．

第20回日本消化管学会総会学術集会．2024，2，9-11（会場開催＋オンライン開催）2024，2，15-3，
13（オンデマンド配信）．

３ 	 島村拓弥，犬尾和子，行元崇浩，鶴岡ななえ，高守史子，江﨑幹宏：結腸憩室出血に対するきゅう
膠艾湯の出血予防効果にた関する後方視的検討．第20回日本消化管学会総会学術集会．2024，2，
9-11（会場開催＋オンライン開催）2024，2，15-3，13（オンデマンド配信）．

４ ＊西田大輝，芥川剛至，藤田真衣，沖井詩織，水田優実，島村拓弥，行元崇浩，相島慎一，江﨑幹
宏：CT を契機に発見された消化管 AL 型アミロイドーシスの一例．第20回日本消化管学会総会学
術集会．2024，2，9-11（会場開催＋オンライン開催）2024，2，15-3，13（オンデマンド配信）．

５ 	 水田優実，芥川剛至，沖井詩織，島村拓弥，行元崇浩，石田知也，青木茂久，下田　良，江﨑幹
宏：当院における下咽頭表在癌に対する消化器・耳鼻科合同治療の現状．第20回日本消化管学会総
会学術集会．2024，2，9-11（会場開催＋オンライン開催）2024，2，15-3，13（オンデマンド配信）．

６ 	 犬尾和子，島村拓弥，芥川剛至，行元崇浩，鶴岡ななえ，下田　良，江﨑幹弘：潰瘍性大腸炎に合
併したサイトメガロウイルス腸炎の治療中に急性肺障害を来たした １例．第20回日本消化管学会総
会学術集会．2024，2，9-11（会場開催＋オンライン開催）2024，2，15-3，14（オンデマンド配信）．

７ 	 江﨑幹宏：カプセル内視鏡を用いた炎症性腸疾患診療の展望．第17回日本カプセル内視鏡学会．
2024，2，9-11（会場開催＋オンライン開催）2024，2，15-3，13（オンデマンド配信）．

８ 	 山口太輔，冨永直之，森　源喜，安田剛士，蓑田洋介，行元崇浩，宮原貢一，大津健聖，伊東陽一
郎，山内康平，権藤佳澄，野村忠洋，田中雄一郎，朝長道人，江崎　充，島村拓弥，竹内祐樹：大
腸憩室出血におけるピュアスタットを用いた内視鏡的止血術の有効性と安全性について．第20回日
本消化管学会総会学術集会．2024，2，9-11（会場開催＋オンライン開催）2024，2，15-3，13（オ
ンデマンド配信）．

９ ＊阿部日向子，行元崇浩，芥川剛至，鶴岡ななえ，石田知也，青木茂久，杉田和成，江﨑幹宏：咽頭
痛を契機に受診され診断に苦慮した増殖性天疱瘡の １ 例．第20回日本消化管学会総会．2024，2，
9-11（会場開催＋オンデマンド配信）2024，2，15-3，13（オンデマンド配信）．

10	 沖井詩織，芥川剛至，水田優実，武富啓展，鶴岡ななえ，坂田資尚，青木茂久，真鍋達也，江﨑幹
宏：当科における潰瘍性大腸炎関連大腸腫瘍についての検討．第20回日本消化管学会総会．2024，
2，9-11（会場開催＋オンデマンド配信）2024，2，15-3，13（オンデマンド配信）．

11	 Takuya Shimamura, Hiroo Katsuya, Takahiro Yukimoto, Haruhiko Sano, Naoko Aragane, Shinya 
Kimura, Motohiro Esaki: Factors associated with severity of immune-checkpoint inhibitors-related 
colitis in patients with advanced malignancies.  JSMO2024.  2024，2，22-24（会場開催＋オンライ
ン開催）2024，3，1-29（オンデマンド配信）．

12	 芥川剛至，武富啓展，鶴岡ななえ，坂田資尚，青木茂久，江﨑幹宏：当院における潰瘍性大腸炎患
者に発生した sporadic neoplasia のマネージメント．第107回日本消化器内視鏡学会総会．2024，5，
30-6，1（会場開催＋オンライン開催）2024，6，3-7，31（オンデマンド配信）．

13	 江﨑幹宏：クローン病の病態に応じた治療戦略に関するエビデンス．第110回日本消化器病学会総
会．2024，5，9-11（会場開催，ライブ配信なし）．

14	 江﨑幹宏：スキリージに期待するクローン病治療の役割．第110回日本消化器病学会総会ランチョ
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ンセミナー．2024，5，9-11（会場開催，ライブ配信なし）．
15	 江﨑幹宏：小腸および大腸の虚血性腸病変．第110回日本消化器病学会総会ポストグラデュエート

コース．2024，5，20-6，28（オンデマンド配信のみ）．
16	 山口太輔，福田健介，橋口一利，下田　良，隅田頼信，三池　忠，佐々木文郷，具嶋亮介，橋口慶

一，金城　徹，大仁田賢，大津健聖，麻生　暁，上尾哲也，水上一弘，小川　竜，芥川剛至，鈴木　
翔，前田英仁，直江秀昭，宮本英明，山口直之：上部消化管内視鏡検査における胃癌検出を低下さ
せる因子の検討と LCI 併用に伴う検出能上昇の検証 LCI.com study －GI-Kyushu における多施設
前向き研究－．第110回日本消化器病学会総会．2024，5，9-11（会場開催，ライブ配信なし）．

17	 鶴岡ななえ，坂田資尚，垣内俊彦：若年者除菌その後Helicobacter pylori 除菌療法成功後に発見さ
れた若年発症進行胃癌の一例．第30回日本ヘリコバクター学会学術集会．2024，6，21-22（会場開
催）2024，7，8-31（オンデマンド配信）．

18	 江﨑幹宏：UC診療に関するTofacitinib の最新エビデンス．第45回日本炎症・再生医学会教育講演．
2024，7，17-18（会場開催）．

19	 江﨑幹宏：炎症性腸疾患内視鏡診療ガイドラインのポイント．第24回臨床消化器病研究会ランチョ
ンセミナー．2024，8，3（会場開催＋オンライン開催）．

20	 武富啓展，鶴岡ななえ，坂田資尚，青木茂久，江﨑幹宏：ベドリズマブが奏功した潰瘍性大腸炎に
合併した好酸球性胃腸炎の 1例．第 7回アレルギー消化器疾患研究会．2024，9，7（オンライン開
催）．

21 ＊遠藤広貴，水口昌伸，藤本一眞，鶴岡ななえ，坂田資尚，下田　良，中原　伸，朝長道生，松本洋
二，野田隆博，後藤祐大，梶原哲郎，原田良策，森山幹夫，下田悠一郎，緒方伸一，江﨑幹宏：佐
賀県対策型胃内視鏡検診導入 ６年目（令和 ４年度）の結果報告．第53回日本消化器がん検診学会九
州地方会．2024，9，28（会場開催）．

22	 山口太輔，日野直之，深水翔大：噴門側胃切除術，double tract 再建後の総胆管結石に対してスラ
イディングチューブアシスト法にて結石除去が可能であった一例．第60回日本胆道学会学術集会．
2024，10，10-11（会場開催）2024，10，24-12，24（オンデマンド配信）．

23 ＊日野直之，深水翔大，山口太輔：胆管プラスチックステントのサイドフラップが誘引となった仮性
動脈瘤の一例．第60回日本胆道学会学術集会．2024，10，10-11（会場開催）2024，10，24-12，24
（オンデマンド配信）．

24 ＊深水翔大，日野直之，山口太輔：SSPPD 後の巨大肝内結石に対して バルーン内視鏡併用による超
細径内視鏡を用いた経口直接胆道鏡下 EHL で結石破砕が可能であった一例．第60回日本胆道学会
学術集会．2024，10，10-11（会場開催）2024，10，24-12，24（オンデマンド配信）．

25	 江﨑幹宏：IBD 診療における栄養療法の意義を改めて考える．第62回日本小腸学会学術集会教育
講演．2024，10，19（会場開催）．

26	 下田　良：大腸癌内視鏡診断・治療の現状と今後の課題．第60回日本医学放射線学会秋季臨床大会
シンポジウム．2024，10，18-20（会場開催＋オンライン開催）2024，11，4-12，2（オンデマンド
配信）．

27	 江﨑幹宏：IBD診断における内視鏡の鑑別ポイントとバイオマーカー．JDDW2024教育講演．2024，
10，31-11，3（会場開催＋オンライン開催）2024，11，18-12，13（オンデマンド配信）．

28	 江﨑幹宏：小腸狭窄を有する CD 患者への治療強化基準は何か？．JDDW2024ブレックファースト
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セミナー．2024，10，31-11，3（会場開催＋オンライン開催）2024，11，18-12，13（オンデマン
ド配信）．

29	 江﨑幹宏：Multi-Option 時代におけるオンボーの位置付け．JDDW2024ランチョンセミナー．2024，
10，31-11，3（会場開催＋オンライン開催）2024，11，18-12，13（オンデマンド配信）．

30	 江﨑幹宏：クローン病の治療戦略－肛門病変に対するエビデンスを中心に－．第15回日本炎症性腸
疾患学会学術集会イブニングセミナー．2024，11，15-16（会場開催）．

31	 江﨑幹宏：潰瘍性大腸炎におけるUnmet Medical Needs－UC治療の困りごと－．第15回日本炎症
性腸疾患学会学術集会アフタヌーンセミナー．2024，11，15-16（会場開催）．

地方規模の学会
１ 	 下田　良：大腸スクリーニングとサーベイランスガイドラインの要点．第37回日本消化器内視鏡学

会九州セミナー．2024，１，11-25（オンデマンド配信）．
２ 	 江﨑幹宏：UC 診療に関する Tofacitinib の最新エビデンス．第123回日本消化器病学会九州支部例

会／第117回日本消化器内視鏡学会九州支部例会ランチョンセミナー．2024，6，21-22（会場開催）．
３ 	 貞島健人：小腸カプセル内視鏡所見を用いた早期クローン病診断スコアおよび診断支援 AI 開発の

現状．第123回日本消化器病学会九州支部例会．2024，6，21-22（会場開催）．
４ 	 島村拓弥，行元崇浩，佐野晴彦，勝屋弘雄：当院での BRAF 変異陽性大腸癌治療の現状．第123回

日本消化器病学会九州支部例会　シンポジウム ６．2024，6，21-22（会場開催）．
５ 	 平野里佳，下田　良，芥川剛至，青木茂久，江﨑幹宏：EMR with OTSC：EMRO によって切除

した十二指腸神経内分泌腫瘍の １例．第123回日本消化器病学会九州支部例会／第117回日本消化器
内視鏡学会九州支部例会．2024，6，21-22（会場開催）．

６ 	 芥川剛至，鶴岡ななえ，下田　良，江﨑幹宏：緊急消化管内視鏡診療の最前線　胃 ESD後に予定外
の内視鏡検査を必要とした症例の検討．第123回日本消化器病学会九州支部例会／第117回日本消化
器内視鏡学会九州支部例会．2024，6，21-22（会場開催）．

７ 	 山口太輔：初学者の下部消化管内視鏡診断能に AI（CAD EYE）が与える影響に迫る．第123回　
日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2024，6，21-22（会場開催）．

８ ＊権藤佳澄，山口太輔，斉藤直美，竹内美和，大安正俊，早田　瞳，古川芙美子，藤内美枝子，高森
いずみ，野村忠洋，深水翔大，木村俊一郎，田中雄一郎，日野直之，有尾啓介，綱田誠司：高齢者
における外来大腸内視鏡検査前腸管洗浄液の院内服用と自宅服用の比較検討．第31回日本大腸検査
学会九州支部会．2024，8，24（会場開催）．

９ 	 Yoh A, Akutagawa T, Shirouzu M, Fujimura Y, Sadashima K, Shimamura T, Taketomi H, Yama-
guchi D, Tsuruoka N, Shimoda R, Esaki M：大腸前処置におけるサルプレップ®の使用経験例．
第31回日本大腸検査学会九州支部会．2024，8，24（会場開催）．

10	 鶴岡ななえ，貞島健人，武富啓展，芥川剛至，坂田資尚 , 真鍋達也，江﨑幹宏：当院におけるク
ローン病肛門病変の現状．第49回日本大腸肛門病学会九州地方会．2024，9，21（会場開催）．

11	 江﨑幹宏：クローン病肛門病変における課題と新規薬剤の可能性．第49回日本大腸肛門病学会九州
地方会．2024，9，21（会場開催）．

12	 江﨑幹宏：IBD 診療における内視鏡検査の役割．第38回日本消化器内視鏡学会九州セミナー．
2024，10，27収録（オンデマンド配信）．

13	 芥川剛至，武富啓展，鶴岡ななえ，江﨑幹宏：当院における小腸腫瘍73例の臨床的病理学的特徴と
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治療成績の後方視的解析．第124回日本消化器病学会九州支部例会／第118回日本消化器内視鏡学会
九州支部例会．2024，11，15-16（会場開催）．

14	 山口太輔，行元崇浩，冨永直之，宮原貢一，川久保晴洋：OTSCを用いた消化管癌内視鏡治療に対
する合併症対策の現状（SAGA-OTSC registry）．第118回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．
2024，11，15-16（会場開催）．

15 ◯由比元顕，松藤祥平，馬場　楓，芥川剛至，山口太輔，與田幸恵，能城浩和：有鈎義歯誤飲の非手
術例における留意点．第118回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．2024，11，15-16（会場開催）．

その他の学会
１ 	 江﨑幹宏：Crohn 病診療におけるカプセル内視鏡の位置付けと将来展望．第324回広島胃と腸疾患

研究会．2024，1，6．
２ 	 坂田資尚：慢性便秘症治療における薬剤の使い分け．便通異常症診療ガイドライン2023インター

ネットライブセミナー．2024，1，24．
３ 	 江﨑幹宏：UC 治療における JAK 阻害役の位置付けを考える．第54回福岡南・筑紫消化器病カン

ファレンス．2024，2，16．
４ 	 鶴岡ななえ：これからの慢性便秘症治療を考える．佐賀県医師会学術講演会．2024，3，5．
５ 	 行元崇浩，芥川剛至，江﨑幹宏：大腸　症例提示．早期胃癌研究会2024年 １ 月度例会．2024，3．
６ 	 坂田資尚：佐賀県における対策型内視鏡検診の現状～年次報告～．第171回佐賀県胃癌大腸癌検診

医会研修会．2024，3，9．
７ 	 山口太輔：内視鏡AI を上手く活用するためには．第32回好生館医学会．2024，3，16．
８ 	 坂田資尚：UC治療のUpToDate．第 １回筑後消化管 Seminar．2024，5，15．
９ 	 坂田資尚：上部消化管疾患に対する漢方治療．宇佐市消化器病懇親会．2024，5，16．
10	 島村拓弥：当院における胃癌一次治療での Nivolmab＋化学療法の現状．Gastric Cancer I-O web 

Seminar．2024，5，21．
11	 鶴岡ななえ：便秘治療の基本．第84回木曜会22．2024，5，24．
12	 下田　良，水口昌伸：佐賀県大腸癌検診の経年変化と最近の胃癌Ｘ線検診の状況．第171回佐賀県

胃癌・大腸癌検診医会研修会．2024，6，8．
13	 江﨑幹宏：カプセル内視鏡を用いた炎症性腸疾患診療の展望．第26回 Small Bowel Club．2024，6，

20．
14	 下田　良：胃瘻造設（PEG）の基本．Neurology オンラインセミナー～知っておきたい胃ろうの

話～．2024，6，27．
15	 下田　良：大腸内視鏡診療のパラダイムシフト～過去10年間の内視鏡技術進歩と機器開発～．第20

回Wakayama Endo-Highlight Symposium．2024，7，5．
16	 坂田資尚：炎症性腸疾患の最新治療について．佐賀 IBD縁笑会．2024，7，7．
17	 鶴岡ななえ：難治性UCの薬物治療戦略．佐賀久留米 IBDカンファレンス．2024，7，24．
18	 江﨑幹宏：IBDの内視鏡診断と鑑別ポイント．第 ８回 Dokkyo Endoscopy Conference．2024，7，

27．
19	 島村拓弥，芥川剛至，江﨑幹宏：症例提示．早期胃癌研究会 ８月度例会．2024，8，2．
20	 下田　良：大腸内視鏡診療の進歩～過去10年間のバラダイムシフト～．鳥栖三養基医師会学術講演

会．2024，8，19．
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21	 鶴岡ななえ：クローン病の診断と治療．佐賀市市民活動センター．2024，8，27．
22	 武富啓展，布村　聡，南里康弘，本田裕子，横溝香奈子，芥川剛至，鶴岡ななえ，坂田資尚，川口　

淳，相島慎一，江﨑幹宏，出原賢治：血清ペリオスチンは２型炎症優位の潰瘍性大腸炎の層別化に
有用である．第 ３回佐賀大学医学部リトリート．2024，8，25．

23	 武富啓展：当院で実施したUCバイオマーカー研究について．第 ５回 IBD Circle．2024，8，31．
24	 山口太輔：佐賀県内がん診療連携拠点病院におけるエンハーツの使用状況について．胃がん診療

Up to date Seminar in 佐賀．2024，9，3．
25	 下田　良：大腸内視鏡スクリーニングとサーベイランスガイドライン．第 ３ 回 GI-Kyushu Hands-

on 福岡　基調講演．2024，10，5．
26	 Yoh A, Shimamura T, Akutagawa T, Taketomi H, Esaki M：十二指腸腺腫の一例．胃腸懇話会．

2024，10，24．
27	 白水萌子 , 貞島健人，鶴岡ななえ，江﨑幹宏：当院における内視鏡関連筋骨格系障害予防のための

取り組みについて．第 ２回内視鏡関連MSDs 予防のための人間工学的対策研究会．2024，11，3．
28	 島村拓弥，芥川剛至，江﨑幹宏：胃　症例提示．早期胃癌研究会2024年11月度例会．2024，11．
29	 鶴岡ななえ：女性内視鏡医のニーズ．VOICE of the Ulcerative Colitis Patients．2024，11，7．
30	 島村拓弥：当院における消化管癌 irAEの現状．佐賀県GI 薬物療法セミナー2024．2024，12，8．
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研究助成等

職　名 氏　名
補助金（研究助成）

等の名称
種　　目

１：代表
２：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

教　授 江﨑　幹宏 2024年度日本消化管
学会多施設共同臨床
研究助成

１ クローン病術後再発予測因子
と再発予測因子モデルに関す
る検討－機会学習の応用を含
めて－

1,000 

教　授 江﨑　幹宏 一般財団法人日本消
化器病学会2024年度
臨床研究助成

１ クローン病術後再発予測因子
と再発予測因子モデルに関す
る検討－機会学習の応用を含
めて－

1,000 

教　授 江﨑　幹宏 日本学術振興会科学
研究費助成事業

基盤研究C １ 早期クローン病診断を目指し
た病変自動検出機器とスコア
リングシステムの開発

1,560 

助　教 芥川　剛至 日本学術振興会科学
研究費

若手研究 １ 脂肪組織－膵癌相互作用にお
ける IRF9の役割と臨床的相
関の解析

1,430 

医　員 貞島　健人 内視鏡医学研究振興
財団

研究助成B １ 人工知能を用いたクローン病
（CD）の早期診断に有用な小
腸カプセル内視鏡画像検出シ
ステムの開発

500 

助　教 武富　啓展 日本学術振興会科学
研究費

若手研究 １ 難治性炎症性腸疾患における
慢性化機序解明とそれを反映
するバイオマーカーの開発

910

助　教 田中　智和
伊藤孝太朗
能城　浩和
芥川　剛至

日本学術振興会科学
研究費

基盤研究C ２ 食道扁平上皮癌に対する蛋白
ファルネシル化に着目した新
規治療開発に向けた基礎的研
究

910 

助　教 山口　太輔 特定臨床研究 １ 消化管内視鏡検査におけるレ
ミマゾラムとミダゾラムの鎮
静効果の比較試験（RECOV-
ER study） 

3,192 

助　教 山口　太輔 特定臨床研究 １ 大腸憩室出血におけるピュア
スタットを用いた内視鏡的止
血術の有効性と安全性の評
価：多施設共同前向き研究

（PURA-CDB study）

2,200 

教　授 坂田　資尚 日本学術振興会科学
研究費

基盤研究C １ 潰瘍性大腸炎慢性化機序の解
明と新たな治療戦略の構築

1,100 

学術（学会）賞

職　名 氏　名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

助　教 山口　太輔	 Digestive Endoscopy Best Reviewers 
Award 2023

日本消化器内視鏡学会
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